
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ      活動期間：２１年 1月～３月（♯３政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】 ④産業道路環境 【活動テーマ】 イオンモール進出に伴う道路環境整備 

到達目標 
【29 期後半期】地元要望を吸い上げ道路整備計画を完成させる 

【中長期】2022 年(令和 4年)秋ごろの開店までに整備完了 

前回まで 

活動状況 

・地元の道路環境整備の要望を吸い上げ整理 
・計画地周辺道路改良等の委託先を選定中 
・コロナ禍における出店等への影響が心配される 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

 

◆1 月～3月の活動 
 
・八幡地区まちづくり事業として、イオン立地に伴う渋滞緩和対策、交通安全

対策等のために、道路工事改良等の事業費を令和 3 年度予算に計上。（約 8億
円） 

・市議会議長諮問の「政策課題調査特別委員会」に当事業をテーマとして追加
し令和 3年度より調査研究を進めることとなった。 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動 

・これからスズキ跡地がイオンへ売却されます。工程計画・地元との調整等の進捗をウォッチしていきます。 
・イオンモールだけではなく、新文化会館、新保健センター合わせ「八幡駅周辺地区まちづくり」として、政策課題調査特別委
員会で調査等を進める。 

  

豊川市 所属議員 堀内 重佳 

今回の進捗 

【 〇 】 
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全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ      活動期間：２１年 1月～3月（♯３政治センター幹事会報告） 

組合員目線 

【活動項目】 ⑤子育て・教育 【活動テーマ】 児童発達支援センター設置  

到達目標 
【29 期後半期】児童発達支援センターの基本設計への折込み 
【中長期】2024 年(令和 6年)頃より供用開始 

前回まで 

活動状況 

・児童発達支援事業を総合保健センター設置まで前倒しで一部相談業務を「豊川市保健センター」内に設置を決定 
・基本構想策定に入り令和 3年 5月までに事業者決定予定 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

 

◆1 月～3月の活動 
 
 ・児童発達支援センターを開設(令和 3年 3 月～) 
   発達相談窓口に加え通所による療育を開始することにより包括的な支援

を行います。 
 

 

 

 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動 

・進捗について引続きフォローしていきます。 

 

豊川市 所属議員 堀内 重佳 

今回の進捗 

【 〇 】 
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２．２９期（後） 取り組みテーマについて 

 

（１）産業目線 産業目線①～④項目から選択 

豊川市取り組み項目  ④産業道路環境 
 

豊川市取り組みテーマ イオンモール進出に伴う道路環境整備 

 

（２）組合員目線 組合員目線①～⑥項目から選択 

豊川市取り組み項目 ⑤子育て・教育 
 

豊川市取り組みテーマ 児童発達支援センター設置 

 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

２０２２年（令和４年）、八幡地区に大型商業施設イオンモールが完成する予定です。国内最大級

ともいわれるこの商業施設進出は、今後の豊川市の命運を握る事業となります。「人・物・金」が

集中し、交流人口増加と物流促進が期待されるなか、周辺道路整備が不可欠となります。そして

この整備が、市域全体の経済効果等波及成否がかかってくるものと思います。ぜひこの千載一遇

のチャンスを「未来の豊川」のために活かしたい。 

 

 

 

 

建設予定地周辺には市民病院や住宅地もあり、ま

た隣接地には新文化会館の建設も予定されてい

る。交通集中による渋滞等の影響を防ぐため、道

路拡張や車の誘導施策などの対策が必要です。ま

た国道・県道との連結もあり、市とともに連携し

取り組みたい。特に今後１～２年は重要になって

くるため積極的な発言（提言）に心掛けたい。 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

3 年前の一般質問で児童発達支援状況等について伺い設置に向けて準備を進めたい旨の回答が理

事者からありました。 

障害や発達に心配のある児童が増加傾向のなかで豊川市には児童発達支援事業所が福祉型、医療

型合わせて１５事業所あるが、ライフステージの変化にも適切に対応し、途切れのない相談を受

けることができる体制が不十分であることを認識した。 

昨年、前倒しで一部相談業務を「豊川市保健センター」内に設置、2024 年(令和 6年)頃より供用

開始が決定。 

市内には複数の民間児童発達支援事業所があ

ることから、地域の中核的な療育支援施設とし

ての役割を担う市直営のセンターを設置する

ことで課題解決が進むと考えます。 

スケジュールが示されたため、各ステップ毎積

極的な発言（提言）に心掛けたい。 
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（参考）豊川市　テーマ登録背景


